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研究実績の概要
　本研究の目的は、幼児教育の実践において幼児
が遊びを「わがものとする」過程、すなわち他者
に属する何かを取り入れ（収奪）、それを自分の
ものとする（専有）「アプロプリエーション」
（appropriation）の過程について明らかにし、そ
の過程における発達と教育の相互性を捉えること
である。遊びに見られる「思考力の芽生え」は、
環境との相互作用のありようを表す点から、具体
を捉える切り口とした。
　調査としては、認定こども園における2017年度
に在籍した３～５歳児（当時42名）のコホートの
園児と保育者を協力者とし、遊びや生活場面の観
察と保育者へのインタビューを中心とする３年間
のフィールド調査を行った。2019年度は幼児16名
と保育者２名（担任及び補助）から成る５歳児ク
ラスの活動に焦点を当てて、25回の観察と２回の
インタビューを実施した。
　2018年度までの研究で、５歳児になるほど他者
と遊びを協働して、他者の言動を模倣し収奪して、
自分の考えややり方として定着させ専有するアプ
ロプリエーションが高まることが判明した。2019
年度はカリキュラム・マネジメントに着目して、
発達と教育の相互性を検討した。例えば、５歳児
の色水遊びでは、様々な「素材の収集」、丁寧な
すり潰しなどの「技術の開発と向上」、色の抽出
や液体の移し替えなどをしやすくする「道具の工
夫」、きれいさや濃さなど色水の「評価と価値づけ」
をいずれのコホートでもコアな行為としていた。
カリキュラム・マネジメントによって、幼児は色
水の抽出に専念したり、色水を媒介物としてごっ
こ遊びをしたりした。色水を素材とする染め物遊
びでは、直染めや叩き染め、マリーゴールドや藍、
紅花による染色などを行い、技法や作品を多様化
させた。さらに、退色を防ぐ工夫や押し花への挑
戦、ほぐした紙の繊維への着色も行われた。遊び
の展開の過程で、保育者はしばしば「なぜ」「ど
のように」などと尋ね、幼児が自らの行為を言語
化するための援助を行っていた。
　現時点での成果としては、第一に、形成的な側
面として、遊びを「わがものとする」過程では、
物の特徴や事象の変化に関する理解と、物の加工
や道具の使用などの操作と、自らの行為と現象と
の関係の振り返りが連動していた。幼児は、他児
のアイデアに着目し、それを試しつつ取捨選択や
修正、追加して自分なりの遊びとして取り入れ、
日々の反復や更新によって定着させ、専有したと
いえる。５歳児になるほどアプロプリエーション
の高まりを見せた。第二に、遊びを「わがものと
する」過程の深化には、遊びの環境構成に幼児も
言及や参加が可能であり、幼児に環境との関わり
を自覚化させる保育者の問いかけや援助があり、
園の遊び文化や保育者の探究に基づくカリキュラ
ムのリ・デザインがあり、こうした教育を自己産
出するシステムに発達と教育の相互性をみること
ができた。第三に、したがって、遊びを「わがも
のとする」過程は、遊びの形成的な側面と、園と
いう場で自己産出する社会システムとしての側面
との相補的な生成として捉えることができよう。
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